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ス ポ ー ツ 史 

学 会 だ よ り 
                        

第137号 

                                2020年6月20日発行 

           スポーツ史学会事務局 

〒174-0053 東京都板橋区清水町92-1 

東洋大学総合スポーツセンター  

谷釜研究室内 

TEL ： 03-6454-3182 

E‐mail : tanigama@toyo.jp           

               http://sportshistory.sakura.ne.jp/ 

 

Ⅰ． 事務局報告 

1．会況報告（2020年6月9日現在）     

１） 会員総数221名、1機関 

（正会員201名、学生会員20名、賛助会員1機関） 

２） 会費納入状況 

   2020年度納入者数      93名 

2019年度納入者数      187名 

2018年度納入者数      207名 

2017年度納入者数      205名 

３） 今年度会費収入総額     588,000円 

 

2．会費納入のお願い 

今年度（正会員8,000円、学生会員5,000円、賛助

会員一口（10,000円）以上）の納入はお済みでしょうか。

未納の会員は下記まで納付をお願いいたします。 

会則第9条により、3年を越えて会費を未納の場合に

は、会員資格を喪失することになります。また、2年間

会費未納の場合には一部会員サービスを停止させて

いただきます。会費納入状況等についての質問がある

場合は、事務局までお問い合わせください。 

 

 

今年度は役員改選選挙がございます。選挙・被選

挙人名簿作成のためにも、お早めにお振り込みいただ

きますようお願いいたします。会費の納入は選挙権、

被選挙権とも関連してまいります。会員の事業参加権

は、会費納入が条件となっておりますので、ご注意く

ださい。 

 

3．会議の開催 

以下の会議が開催されました。 

【理事会】 

第151回 2020年6月13日 オンライン形式にて開催 

（※新型コロナウィルスの感染拡大防止のため） 

【編集委員会】 

第1回 6月5日 オンライン形式にて開催 

【選挙管理委員会】 

第1回 6月5日 オンライン形式にて開催 

 

4．日本学術会議刊行物 

 月刊 『学術の動向』 2020年4～6月号が事務局に

届いております。目次のコピーを同封いたしますので、

関心をお持ちの方はご連絡ください。なお、特集記事

はhttp://www.scj.go.jp からも閲覧可能です。 

 

5.スポーツ史学会30周年記念誌の献本 

 2017年度にスポーツ史学会30周年記念誌『スポー

ツ史研究の未来』が完成し、会員の皆さんにお届けし

ました。 

 事務局に若干の余部がございます。所属先の図書

館や、図書館以外でも公的機関等に納本してくださる

という会員に限り、お分けいたしますので、事務局まで

必要部数をご連絡ください。申込受付先着順といたし

ます。 送料は事務局が負担いたします。 

郵便振替口座 ： 00940－7－282457 

加入者名 ： スポーツ史学会 

http://sportshistory.sakura.ne.jp/
http://www.scj.go.jp/
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6．スポーツ史学会 第34回大会について 

第34回大会は、以下の通り開催予定です。 

期 日： 2020年12月5日（土）～6日（日） 

会 場： 龍谷大学 大宮キャンパス 

第34回大会担当： 佐々木浩雄 会員 

 

７. ISHPES Sapporo2020の開催について 

 ISHPES Sapporo2020が、2020年8月22日～23

日にスポーツ史学会との共催で開催予定です。Zoom

によるオンライン学会となります。詳細は、大会ホーム

ページよりご確認下さい。 

https://www.ec-pro.co.jp/ishpessapporo2020/ 

 

 

Ⅱ. 理事会報告  

１．第151回理事会 

第151回理事会が次の通り開催されました。 

期 日： 6月13日（土） 14時00分～16時00分 

オンライン形式にて開催 

出席者：三井悦子（会長）、松本芳明（理事長）、市場

俊之、井上邦子、瀧元誠樹、林 郁子、福井 元、矢野

裕介、綿貫慶徳、佐々木浩雄（学会大会担当）、谷釜

尋徳（事務局） 

欠席者：なし 

議長：松本芳明 

 

１．議事録確認 

１）第150回理事会議事録案の確認 

２．メール審議 

１）「ひすぽ」第107号特集テーマおよびテーマ設定趣

旨について 

２）会員の入会について 

３）会員の退会について 

４）会員種別の変更について 

３．報告事項 

１）会況報告 

２）会員の所属変更 

３）2019年度末での会員資格喪失者 

４）『スポーツ史研究』第34号の編集進捗状況について 

５）「ひすぽ」第106号の編集進捗状況について 

６）ISHPES Sapporo2020について 

７）日本学術振興会賞の推薦について 

８）スポーツ史学会 第34回大会について 

９）その他 

４．審議事項 

１）学会賞について 

２）役員改選選挙について 

３）次期学会大会（第35回大会）当番校について 

４）年間計画について 

５）その他 

５．その他 

 

Ⅲ.編集委員会報告  

1．『スポーツ史研究』への投稿 

現在、2021年3月末発行予定の第34号の編集作業

を進めています。 

『スポーツ史研究』への投稿は随時受け付けており

ます。投稿規程ならびに執筆要領は『スポーツ史研

究』の見開き及び学会ホームページに掲載されてい

ますので、投稿前に必ずご確認下さい。（執筆要領は

2019年度総会で一部改正されていますので、ご注意

下さい） 

投稿先は、下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.選挙管理委員会報告 

 スポーツ史学会 会長1名、理事４名、監事2名の改

選期となりましたので、会則第13条および役員選出に

関する規程にしたがって選挙を行います。詳細につき

ましては同封された「選挙公示」、「選挙人・被選挙人

予定者名簿」および「選挙人・被選挙人予定者名簿に

ついて」をご覧下さい。 

なお、2020年7月15日時点で2019年度会費未納の

会員は選挙･被選挙権を失いますのでご注意下さい。 

 

〒630-8528  

奈良県奈良市高畑町  

奈良教育大学保健体育講座 井上研究室 

      スポーツ史研究編集委員会 宛 

kinoue@cc.nara-edu.ac.jp 

https://www.ec-pro.co.jp/ishpessapporo2020/
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Ⅴ. 会報「ひすぽ」報告 

1．「ひすぽ」特集テーマの募集について 

現在、第108号以降の特集テーマを募集しておりま

すので、事務局までお寄せください。皆様からの積極

的なご提案をお待ちしております。 

 

 

Ⅵ. 会員の動向  

１．入会・退会 

＜入会＞ 

次の方の入会が承認されました。 （敬称略） 

正会員 

金﨑 泰英（大手前高松中学・高等学校）（2020年3月

24日付） 

五賀 友継（国際武道大学体育学部）（2020年6月3日

付） 

学生会員 

渡邊 瑛人（日本体育大学大学院）（2020年4月6日

付） 

 

＜退会＞ 

次の方の退会が承認されました。（敬称略） 

桑原 一良（2020年4月28日付） 

 

＜会員資格喪失＞ 

2019年度末（2019年3月31日）で、以下の方が3年

間の会費未納につき会員資格を喪失しました。 

（敬称略） 

久保原 信司 

張 巧鳳 

中山 拓也 

畠山 洋平 

藤田 直人 

 

＜種別変更＞ 

次の方の会員種別変更が承認されました。 

（敬称略） 

平塚 卓也（学生会員→正会員） 

 

 

2．所属変更について 

以下の会員から所属変更の届出がありました。 

（敬称略 （ ）内は新所属先） 

平塚 卓也 会員（環太平洋大学） 

綿貫 慶徳 会員（所属なし） 

神田 俊平 会員（十文字学園女子大学） 

 

所属、連絡先住所等に変更があった場合には、

必ず事務局までご一報ください。その際、ぜひと

もメールアドレスをあわせてお知らせ下さい。所

属変更、連絡先の変更がないまま住所不明になる

会員もいらっしゃいます。 

 

 

3．会員資格の喪失と退会について 

 スポーツ史学会会則第９条に則り、３年間会費未納

の方は、会員資格を喪失します。 

現在、10名の方が、2018年度以降の年会費未納と

なっております。2020年度末で会員資格を喪失するこ

とになりますので、該当する会員は至急会費の納入を

お願いいたします。 

 また、会員が本学会を退会する際には、会員であっ

た期間の会費を納入していただいてからの退会承認と

なります。 

 大学院を修了し、研究活動を継続せず退会する場合

は、退会手続（事務局へご連絡ください）を忘れずにし

てください。退会手続が遅れると、次年度の会費が発

生します。 

 学生会員の推薦者となった会員の先生も、この点に

ご留意いただき、ご指導をお願いいたします。特に留

学生の帰国の際に、会員継続の意思がない場合は退

会手続を忘れずにお願いいたします。 

 


